教育心理学読書用図書（2006年４月）

☆は広島キャンパス図書館になし（★は一部欠）
1. 原田　「高校生の日記」　中公新書
高校生の日記を編集したもの。古い時代のものだが青年期の普遍的特徴が見える。
2. シャファー　「子どもの養育に心理学がいえること－発達と家族環境」　新曜社
心理学の研究の成果をもとに，子どもの教育について述べている。
3. ゴードン　「親業－新しい親子関係の創造」（新版）　サイマル出版会
親としての在り方について述べた有名な親業の考え方を示している。
4. 伊藤　「家庭のなかの対話－話しあえない父親のために」　中公新書
子どもとうまく話し合うためにどうすればよいかを大人に向けて述べている。
5. 野田・萩　「クラスはよみがえる－学校教育に生かすアドラー心理学」　創元社
学校の在り方についての独特の考え方が示されている。
6. 波多野・稲垣　「知力と学力－学校で何を学ぶか」　岩波新書
学校で学ぶべきものは何かを，心理学の立場から述べている。
7. 波多野・稲垣　「知的好奇心」　中公新書
人間は怠け者ではなく好奇心に満ちた存在であることを述べるよく読まれた本。
8. 波多野・稲垣　「無気力の心理学」　中公新書
人間はなぜ無気力になるのか，どうすれば無気力から逃れられるかを述べている。
